
裾野人材

地域・社会との協働

産学官一体となって

創造性の涵養、知財の意
義の理解、そして知財の保
護・活用、標準化に関する
学習を支援

（例）

• 学校（教師）と地域組織（企業、
大学、地方自治体、教育委員会、
関係団体等）との連携のための
コンソーシアム（協議会）形成

• 企業ＯＢ、弁理士・弁護士等の
専門人材の活用

• 教材の作成・配布

• 提供可能なコンテンツの共有・
データベース化

• 先進的な学校の成果の横展開
• 少年少女発明クラブ等の活性化

• 資格制度の活用（知的財産管理
技能検定、ビジネス著作権検定
等） 小
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知財教育の今後の方向性

（例）

• 知財教育に関する先進的取組
の横展開

• 標準化に関する通期講座の開
設支援（文系・理系）

• 学内外の組織間連携

創造性の発展
社会との関わり・知識の活用

（例）ＭＯＴ・ＭＢＡ等
との連携・融合
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国による基盤整備

（例）
• 教材（産業財産権、不正競争防止法、著作権法、標準化等）の作成・配布
• 学業発明、未成年発明の適切な保護

創造性の涵養及び知財の意義の
理解等に向けた学校教育の充実

（例）アクティブ・ラーニングの視点に基づく
創造的な学習プロセスの在り方の明確化

（例）教科横断的なカリキュラム・マネジメント
の実現

（例）中核的な教科の設定

• 新たな知的創造につながる科学的な思考力
等の育成を図る「数理探究（仮称）」を高校に
設置

• 情報が社会で果たす役割の理解等も含め、
情報活用能力を育む共通必履修科目（情報
科）を高校に設置
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発達の段階に応じた系統的な教育の実施
国民一人ひとりが裾野人材
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